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	１　現況

大阪府議会会館は、府議会議員の福利厚生施設として、各種の集会の用に供することを目的に、昭和37年５月に設置された。
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２　府庁本館への移転

　本館耐震工事に伴い、総務部から提示された本館５階の400平方メートルのスペース（現在の議会会館の会議室等のスペースに相当）に平成29年２月に移転を予定している。

３　平成25年度監査結果と措置状況

　　（監査結果）

本館に確保する延べ面積400平方メートルの具体的な利用方法を検討するに当たっては現在の議会会館の利用状況を踏まえ、福利厚生施設としての設置目的を見直すとともに、稼働率を向上させることが課題であり、今後、利用のあり方について検討されたい。
（措置）

平成28年度前半までに議会運営委員会理事会に諮り、設置目的や利用のあり方を決定することとした。

また、議会会館の有効利用として、平成28年度の本館移転までの間、１階談話室の他部局への貸出しを行うこととした。（平成25年10月28日～試行実施。平成26年４月～本格実施。）

４　利用状況（現在、貸出しを行い利用されている３室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
利用回数

（単位：回）

平成25年度

平成26年度

平成27年度

談話室

会議室

応接室

談話室

会議室

応接室

談話室

会議室

応接室

議会関係会議等

18

14

５

38

12

７

24

10

17

執行部会議等

16

５

０

41

27

３

57

56

35

合　計

34

19

５

79

39

10

81

66

52


	　大阪府議会会館の有効利用として、平成25年10月から他部局への貸出しが行われているものの、議会関係の利用状況は非常に低い結果となっている。

　本館に確保予定の面積は、和室、事務室等も含めたものであることや、他部局への貸出しが大半を占める現在の利用状況を踏えると、本館移転後の面積は過大となりかねない。


	各室の利用状況を踏まえながら、議会として必要なスペースについて検討の上、庁舎を管理する総務部と協議、調整されたい。


	利用人数
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※議会関係会議等：勉強会、政調会等、団体応接、各種議員連盟、議員ＯＢ会


	
	


	措置の内容

	議会会館の会議室の機能は、平成29年２月に本館５階に移転し、各種表敬訪問や議員連盟の会議、諸団体との意見交換等、議会用務に活用するとともに、他部局への貸出しを行っている。
移転後１年間（平成29年度）の全会議室平均の稼働率は93％、うち議会関係の利用割合は、定例会前の８月、９月では60％を超えており、また、全ての会議室において60％を超える月があるなど、議会用務にも多く利用されている。
これらの状況を踏まえ、総務部と協議し、引き続き議会事務局が一元的に管理するとともに、議会用務に支障がない範囲で他部局にも貸出しを行い、会議室の有効活用及び利用促進を図っ
ていくこととした。


監査（検査）実施年月日（委員：平成28年７月29日、事務局：平成28年６月14日から同年７月14日まで）

